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58

潤
ん
で
　
（
東
京
）

9
・
1
4
　
理
論
集
団
「
黒
と
赤
」
の
会
　
学
生
連
盟
貝
を
中
心

に
発
足
　
第
1
回
会
合
で
秋
山
浦
が
講
演
（
東
京
）

9
・
2
3
　
「
黒
と
赤
」
の
会
（
東
京
）
芸
術
部
会

9
・
2
8
　
「
黒
と
赤
」
の
会
（
東
京
）
現
代
都
会
　
（
以
降
各

部
会
毎
に
月
一
回
の
会
合
）

Ⅱ
・
3
～
4
　
ア
ナ
連
第
日
回
全
国
大
会
　
（
東
京
）

‖
・
　
山
口
健
二
ら
「
後
方
の
会
」
を
発
足
。
大
正
炭
鉱
の

支
援
を
は
じ
め
る
。

n
・
1
3
　
大
正
行
動
隊
と
の
交
流
会
（
東
京
・
加
水
会
館
）

主
催
・
後
方
の
会

久
保
譲
（
関
西
地
協
代
表
者
）
死
去

後
方
の
会
講
演
会
（
東
京
・
国
労
会
館
）
谷
川
雁

吉
本
隆
明
・
塩
谷
娃
高
が
諮
煩

辻
潤
の
会

小
治
鳴
秋
（
詩
人
）
死
去

3
－
4
　
関
西
地
協
拡
大
例
会
　
平
山
夫
妻
・
大
沢
・
遠

藤
・
小
川
・
各
務
・
高
木
・
副
島
夫
妻
ら
も
参
加
し
、

初
日
に
久
保
譲
の
告
別
式
に
出
席

毎
月
一
回
、
東
京
・
関
西
・
名
古
屋
等
の
各
地
滋
で
定
例
の

会
合毎

月
一
回
、
東
京
で
ア
ナ
キ
ス
ト
ク
ラ
ブ
例
会

○
ギ
ブ
ツ
　
（
長
谷
川
進
）

自
由
思
想
5
号
　
△
テ
ロ
ル
を
め
ぐ
っ
て
　
（
久
保
・

高
島
・
小
松
・
田
戸
）

関
西
抱
擁
ニ
ュ
ー
ス
号
外
（
ア
ナ
遠
関
西
地
協
）

ア
ナ
キ
ズ
ム
1
8
号
（
「
無
政
府
研
究
よ
り
改
題
し
、

発
行
所
が
P
B
K
の
会
よ
り
日
本
ア
ナ
キ
ス
ト
連
盟

に
移
る
）
　
特
集
・
現
代
と
ア
ナ
キ
ズ
ム
　
（
江
原
・

大
沢
・
秋
山
・
埴
谷
）

タ
ロ
ハ
タ
6
5
号
　
○
な
ぜ
ア
ナ
ル
コ
サ
ン
ジ
カ
リ
ズ

ム
か
？
　
（
大
沢
）

連
盟
ニ
ュ
ー
ス
5
号
　
○
田
戸
・
大
沢
辞
任
の
件

労
働
運
動
に
関
す
る
覚
え
書
き
（
東
京
地
協
労
勧
運

動
脇
議
会
）

タ
ロ
ハ
ク
6
6
号

関
西
地
協
一
一
ユ
ー
ス

無
政
府
主
義
連
動
3
4
号
（
日
本
ア
ナ
キ
ス
ト
ク
ラ
ブ

機
関
紙
）
　
○
結
成
1
0
周
年
を
迎
え
て

ク
ロ
ハ
タ
6
7
号
　
○
政
暴
漢
闘
争
の
渦
中
か
ら

自
由
思
想
6
号
　
△
続
・
テ
ロ
ル
を
め
ぐ
っ
て
　
（
大

沢
・
山
口
健
）

関
西
地
協
ニ
ュ
ー
ス

タ
ロ
ハ
タ
6
8
号
　
○
手
ア
カ
に
汚
れ
た
平
和
行
進

（向井）

関
西
地
脇
ニ
ュ
ー
ス
　
○
福
田
試
売
氏
連
盟
離
脱
の

経
過

で
集
団
暴
動

6
　
松
川
事

件
差
戻
し
審

全
員
無
罪
判

決9
　
三
無
事

件2
7
　
中
央
公

論
社
「
思
想

の
科
学
」
天

皇
制
特
集
号

を
廃
棄
処
分
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‘0

罪
判
決
を
受
け
る

6
・
2
3
　
岸
上
克
己
（
印
刷
工
労
鋤
運
動
の
先
緩
着
）
　
死
去

7
・
1
2
　
脹
祥
重
（
在
日
朝
鮮
人
ア
ナ
キ
ス
ト
）
　
死
去

8
・
4
～
5
　
ア
ナ
連
第
1
2
回
全
国
大
会

9
・
l
1
2
　
関
西
地
区
会
議
（
兵
庫
・
書
写
山
）

自
立
学
校
開
校

現
代
ア
ナ
キ
ズ
ム
の
会
（
略
称
・
G
A
の
会
）
発
足

自
立
学
校
で
秋
山
・
綿
引
が
講
演

辻
潤
を
し
の
ぶ
会

京
大
で
大
沢
が
講
演

石
川
三
四
郎
を
偲
ぶ
会
（
東
京
・
雑
誌
会
館
）

副
島
辰
己
（
北
九
州
地
協
責
任
者
）
死
去

毎
月
一
回
、
各
地
協
こ
と
に
定
例
会
合

毎
月
一
回
　
東
京
で
ア
ナ
キ
ス
ト
ク
ラ
ブ
例
会

2
．
　
1

2
・
1
0

3
．
　
1

3
・
m

代
（
山
口
健
・
高
鳥
・
狩
野
）

タ
ロ
ハ
タ
7
4
号

ニ
ュ
ー
ス
2
号
　
◎
組
織
問
題
（
新
明
・
向
井
・
前

田）ク
ロ
ハ
タ
7
5
号

一
ニ
ー
ス
3
号
　
◎
組
織
問
題
　
（
草
階
・
前
田
・
高

木）労
働
運
動
6
号
　
○
ホ
ワ
イ
ト
カ
ラ
ー
の
労
働
運
動

ニ
ュ
ー
ス
4
号
　
◎
組
織
問
題
　
（
山
口
英
）

無
政
府
主
義
運
動
3
9
号

ク
ロ
ハ
タ
7
6
号
　
0
3
・
3
0
国
労
ス
ト
支
援
に
参
加

し
て
　
（
経
本
）

ニ
ュ
ー
ス
5
号
　
○
大
沢
・
田
平
の
辞
任
問
題
（
横

倉）タ
ロ
ハ
タ
7
7
号

一
ニ
ー
ス
6
号
　
付
・
ア
ン
ケ
ー
ト
特
集

無
政
府
主
義
運
動
4
0
号
　
○
パ
ン
の
略
取
と
正
造
会

（網引）

ニ

ュ

ー

ス

1

号

全
国
大
会
資
料

1
2
回
大
会
資
料
3
　
0
大
沢
・
山
口
両
提
案
に
対
し

て無
政
府
主
義
運
動
4
1
号

ク
ロ
ハ
タ
7
8
号
　
○
反
議
会
ム
ー
ド
と
ア
ナ
キ
ス
ト

の
立
場

参
議
院
選
挙

7

・

3

　

ア

ル

ジ

ェ
リ
ア
独
立

8
・
6
　
第
8
回

原
水
禁
大
会

い
か
な
る
国

の
核
実
験
に

も
反
対
す
る

か
の
点
で
混

乱

1
0
・
1
0
　
中
印
国

境
で
両
軍
衝

突

的
・
2
8
　
米
、
キ

ュ
ー
．
ハ
海
上

討
鎖
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正
木
重
之
・
秋
山
・
大
沢
ら
が
メ
ン
．
ハ
ー
と
な
り
、

ど
の
よ
う
な
団
体
に
も
属
さ
な
い
も
の
と
し
て
出
発

大
逆
事
件
再
審
問
題
　
衆
院
法
務
要
で
取
り
上
げ
る

東
京
地
協
動
会

吉
田
只
次
（
明
治
以
来
の
横
浜
在
住
の
社
会
主
義
者
）

死
去

O
A
の
会
例
会

関
東
大
震
災
4
0
月
年
記
念
集
会
（
東
京
）

大
逆
事
件
再
審
理
の
検
討
は
じ
ま
る
。

大
逆
事
件
再
審
問
題
報
告
会
（
東
京
・
雑
誌
会
館
）

ア
ナ
キ
ス
ト
・
ク
ラ
ブ
9
月
例
会
（
東
京
・
南
都
労

政）

9
・
1
8
　
大
杉
栄
記
念
講
演
会
（
東
京
、
全
電
通
）
井
手
・
森

長
・
坂
本
・
埴
谷
・
秋
山
が
講
債
　
主
催
・
ア
ナ
違

G
A
の
会
例
会

大
沢
、
学
習
院
大
で
「
．
ハ
ク
ー
ニ
ン
」
講
述

G
A
の
会
例
会

ア
ナ
キ
ズ
ム
研
究
会
第
1
回
　
大
沢

川
合
仁
（
戦
前
か
ら
の
文
化
運
動
家
）
死
去

9
～
0
0
　
ア
ナ
連
1
3
回
総
会
（
兵
庫
・
宝
塚
）

ス
ペ
イ
ン
革
命
研
究
会
は
じ
ま
る
　
（
東
京
）

「
選
挙
と
ア
ナ
キ
ズ
ム
」
に
つ
い
て
語
る
会
（
東
京

・全電通）

東
京
地
魅
例
会

ス
ペ
イ
ン
革
命
研
究
会
第
2
回
（
東
京
）

元
一
－
．
　
1

「
0
．
∴
一
・
－

6

　

●

　

1

6
．
　
1

6．7
．
　
1

7・7．8
，
　
1

8
・
2
4

8．

に
つ
い
て
　
（
大
沢
）
　
※
大
沢
氏
の
革
命
観
へ
の
疑

問
（
扇
島
）

連
盟
ニ
ュ
ー
ス
1
3
号

ク
ロ
ボ
ト
キ
ン
　
「
フ
ラ
ン
ス
革
命
史
」
　
は
よ
る
ア
ン

ケ
ー
ト
そ
の
2
　
（
G
A
の
会
）

自
連
8
5
号
　
※
労
働
者
の
階
層
は
ど
う
変
化
す
る
か

（
向
井
）
　
※
ア
ナ
キ
ス
ト
の
革
命
観
の
再
出
発

（
橙
）
　
※
ア
ナ
キ
ズ
ム
の
ゆ
く
え
（
坂
本
）

※
座
談
「
2
0
世
紀
後
半
の
革
命
像
」
　
（
於
神
戸
）

自
連
8
6
号
　
※
地
方
選
挙
を
ど
う
戦
う
か
　
（
向
井
）

※
人
間
疎
外
と
搾
取
の
近
代
化
（
高
島
）

自
選
8
7
号
　
○
労
働
者
の
意
識
構
造
は
つ
い
て
　
（
高

島）無
政
府
主
義
運
動
4
5
号
　
○
自
治
体
と
は
何
か

自
連
8
8
号
　
※
前
衛
革
命
よ
り
大
衆
革
命
の
時
代
へ

（大沢）

連
盟
ニ
ュ
ー
ス

白
蓮
8
9
号
　
※
現
代
ア
ナ
キ
ズ
ム
と
革
命
（
山
口
英

・野田）

連
盟
ニ
ュ
ー
ス

あ
か
つ
き
l
号
（
日
本
ア
ナ
キ
ス
ト
連
盟
名
古
屋
地

協
機
関
紙
）
　
○
何
を
な
す
べ
き
か
　
（
鬼
頭
）

白
蓮
0
0
号
　
※
革
命
へ
の
長
い
道
（
山
口
英
）

あ
か
つ
き
2
号
　
○
大
正
行
動
隊
に
つ
い
て

連
盟
ニ
ュ
ー
ス

4
・
7
　
吉
辰
ち

ゃ
ん
誘
拐
事

件

6
・
日
　
南
ベ
ト

ナ
ム
僧
侶
、

政
府
に
抗
議

し
て
焼
身
自

殺

8
・
5
　
第
9
回

原
水
禁
大
会

分
裂

Ⅱ
・
1
　
南
ベ
ト

ナ
ム
で
ク
ー

デ
タ
ー
、
ゴ

日
．
シ
ソ
日
．
シ

ェ
ム
政
府
側

る

1
1
－
9
　
横
須
賀

線
鶴
見
で
二

重
衝
突
百
六

十
一
名
死
亡
。

一
二
池
三
川
鉱

で
ガ
ス
爆
発

四
百
五
十
八

名
死
亡
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死
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1　　1　3011　　2910　5

‘4

l
・
2
9
　
望
月
と
し
子
（
辰
太
郎
夫
人
、
旧
「
小
作
入
社
」
同

人
）
死
去

2
・
l
　
斉
藤
唆
詩
集
「
夢
に
見
た
明
日
」
出
版
記
念
会
（
東

京
・
出
版
ク
ラ
ブ
）

2
・
4
　
松
本
親
敏
（
旧
「
黒
青
連
盟
」
員
）
死
去

2
・
5
　
奥
山
伸
（
戦
前
よ
り
社
会
運
動
に
医
師
と
し
て
協
力
）

死
去

2
・
0
0
　
村
松
正
俊
詩
集
「
見
失
わ
れ
た
日
本
」
出
版
記
念
会

主
催
・
個
の
会
　
他

行
動
の
会
第
2
回
会
合
「
天
皇
制
に
つ
い
て
」

ス
ペ
イ
ン
革
命
研
第
5
回
　
講
師
・
松
尾

行
動
の
会
　
皇
居
前
を
デ
モ

名
古
屋
地
脇
例
会

O
A
の
会
捌
会

東
京
地
協
例
会

田
代
塵
三
郎
（
旧
「
農
村
青
年
社
」
メ
ソ
．
ハ
ー
）

去名
古
屋
地
協
例
会

G
A
の
会
例
会

ネ
オ
・
ロ
マ
ン
テ
ィ
シ
ズ
ム
研
　
発
足

解
放
運
動
犠
牲
者
と
し
て
吉
田
・
膿
が
合
葬

名
古
屋
地
協
例
会

ア
ナ
研
（
東
京
）

百
瀬
晋
（
平
民
社
以
来
の
社
会
主
義
者
）
死
去

ア
ナ
研
　
（
東
京
）

1
・
2
7

1

●

3

1

2
・
2
8

3

　

●

　

1

3
・
　
1

3

　

●

　

8

3

“

2

1

4

一

．

1

4
－
，
　
1

4

－

●

　

l

0
1
3
回
大
会
感
想
集

レ

ン

メ

イ

ニ

ュ

ー

ス

自
連
姫
路
支
局
通
信
　
○
メ
ノ
ン
、
ク
マ
ー
ル
反
戦

行
進
受
入
れ
に
つ
い
て

レ

ン

メ

イ

ニ

ュ

ー

ス

無
政
府
主
義
運
動
4
9
号
　
○
戦
争
と
平
和
に
つ
い
て

自
連
9
6
号

あ
か
つ
き
7
号
　
○
小
川
正
夫
追
悼
号

小
川
正
夫
遺
稿
集
発
刊
準
備
ニ
ュ
ー
ス
1

無
政
府
主
義
連
動
5
0
号
　
0
野
田
君
に
答
え
て
（
嶋

津）自
産
卵
号
　
○
ヤ
マ
キ
シ
ズ
ム
と
ア
ナ
キ
ズ
ム
（
秋

山
三
言
娃
）

あ
か
つ
き
8
号
　
○
小
川
正
夫
追
悼
号

個
3
号
　
○
リ
ユ
ニ
ー
ク
の
会
推
進
の
た
め
に

レ
ン
メ
イ
ー
ニ
ー
ス
　
○
反
戦
行
進
受
入
れ
準
備

S
a
｝
u
t
o
n
　
2
号
（
Q
A
の
会
）
　
○
選
挙
に
つ

い
て
の
個
人
的
感
想
を
／

白
蓮
9
8
号

あ
か
つ
き
9
号

レ

ン

メ

イ

ニ

ュ

ー

ス

自
達
筆
号
∴
※
古
典
的
革
命
観
へ
の
私
の
郷
愁
（
横

倉
）
　
○
安
保
後
の
終
え
ん
（
野
田
）

国
際
平
和
行
進
－
ニ
ー
ス
1
号
（
国
際
平
和
行
進
協

力
委
・
発
行
／
向
井
孝
編
集
）
以
降
／
6
・
5
　
2

国
反
朴
政
権

デ
モ
教
化

6
・
1
6
　
新
潟
地

震

7
・
5
0
～
9
・
5

第
1
0
回
原
水

禁
大
会

8

・

3

～

9

　

原

水
禁
広
島
長

崎
大
会

1
0
・
1
0
　
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
東
京

大
会
開
会

1
0
・
1
5
　
英
総
選

挙
、
労
働
党

勝
利
。
フ
ル

シ
チ
ョ
フ
首

相
解
任

1
0
・
1
6
　
中
国
、

初
の
核
実
験

Ⅱ
・
5
～
1
3
　
ブ

ル
ジ
ネ
フ
・

周
恩
来
会
談

Ⅱ
・
1
2
　
米
原
潜

シ
ー
ド
ラ
ゴ
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ニ　後　楽　こ
一　最　の　の

二　品　例　年

件　、産　、
四　戦　企

一‘5－

4
・
2
3

5
．
　
7

5
・
1
7

5
・
2
8

5
・
2
9

6

．

4

6

・

7

6
　
●
　
9
－

6
・
1
6

7．18

9036

東
京
地
協
例
会

O
A
の
会
　
大
沢
・
秋
山
を
迎
え
て

G
A
の
会
例
会

矢
橋
文
吉
（
組
合
蜜
店
を
経
営
）
　
死
去

国
際
平
和
行
進
協
力
費
が
W
R
l
日
本
部
、
日
本
友

和
会
等
に
ょ
っ
て
発
足

ア
ナ
研
（
東
京
）

O
A
の
会
例
会

メ
ノ
ン
、
ク
マ
ー
ル
来
日

国
際
平
和
行
進
　
東
京
・
芝
を
出
発
　
電
武
一
郎

（
連
盟
員
）
　
も
行
進
団
に
参
加
。
同
夕
、
ア
ナ
キ
ス

ト
ク
ラ
ブ
軍
務
所
の
綿
引
宅
に
投
宿
。
以
降
、
名
古

屋
・
関
西
・
広
島
・
九
州
な
ど
の
各
地
協
・
グ
ル
ー

プ
が
受
入
れ
に
協
力
。
笹
本
・
向
井
が
東
西
両
セ
ン

タ
ー
の
連
絡
を
統
轄
。
向
井
は
こ
の
間
、
隔
日
程
度

の
間
隔
で
一
＝
－
ス
を
発
行
し
、
メ
ノ
ン
、
ク
マ
ー

ル
両
名
の
離
日
迄
に
3
0
号
を
出
す
。

失
権
文
吉
を
偲
ぶ
会
（
東
京
）

丹
沢
明
（
青
柳
優
）
墓
参
会

メ
ノ
ン
、
ク
マ
ー
ル
歓
迎
会
　
（
東
京
・
南
都
労
政
）

主
催
・
ク
ラ
ブ

メ
ノ
ン
、
ク
マ
ー
ル
離
日

ア
ナ
研
（
東
京
）

岩
佐
翁
の
長
寿
を
祝
す
る
会
（
東
京
・
網
引
宅
）

後
閑
林
平
死
去

6
・
1
4

7．．－－8
・
　
1

9

　

●

　

1

9
・
2
0

1
0
・
1

1
0
・
1

号
／
6
・
1
3
　
3
号
／
6
・
1
5

4
号
／
不
明
　
5
号
／
不
明

号
／
6
・
2
5
　
8
号
／
不
明

号
／
6
・
2
8
　
日
号
／
6
・
約

1
3
号
／
7
・
1
　
1
4
号
／
1
・

1
6
号
／
7
・
5
　
1
7
号
／
不
明

4
号
／
6
・
1
7

6
号
／
6
・
2
2
　
1

9
号
／
6
・
2
8
　
m

1
2
号
／
6
・
5
0

1
　
1
5
号
／
7
・
3

長
浜
版
1
号
／
1

1
8
号
／
1
・
1
0
　
1
9
号
／
不
明
　
如
号
／
1

2
1
号
（
兵
圧
服
）
／
1
・
1
7
　
2
2
号
／
1
・

2
3
号
／
7
・

2
6
号
／
不
明

約
号
／
8
・

あ
か
つ
き
的
号

自
連
1
0
0
号

階
・
金
田
・
す
み

2
5
　
2
4
号
／
ナ
ノ
誓
、
2
5
号
／
不

2
7
号
／
8
・
2
0
　
2
8
号
／
8
・

2
4
　
5
0
号
（
終
刊
）
　
を
発
行

○
小
川
正
夫
追
悼
4

特
集
・
わ
が
ア
ナ
キ
ズ
ム
論
（
草

・
八
木
・
小
林
・
加
族
・
大
島
・

三
浦
・
横
倉
）
　
○
戦
後
日
本
の
ア
ナ
キ
ズ
ム
運
動

1
（
大
沢
）
　
○
ア
ナ
キ
ズ
ム
と
ユ
ー
ト
ピ
ア
（
秋

山三）
自
連
1
0
1
号
　
〇
日
共
党
批
判
と
現
代
ア
ナ
キ
ズ

ム
　
（
藤
本
）

自
遵
1
0
2
号
　
○
国
際
平
和
行
進
三
つ
の
焦
点
・

三
つ
の
問
題
（
向
井
）

暦
1
号
（
野
田
茂
徳
・
千
香
子
発
行
）
　
○
古
典
的

思
考
へ
の
挽
歌
－
大
沢
正
道
批
判
I
　
（
野
田
）

無
政
府
主
義
運
動
5
1
号

自
連
1
0
3
号

ン
号
佐
世
保

に
入
港
（
反

対
デ
モ
、
醤

官
対
と
衝
突

全
日
本
労
働

組
合
総
同
盟

結
成

Ⅱ
・
1
7
　
公
明
党

結
成
大
会

Ⅱ
・
2
4
　
共
産
党

9
回
大
会
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G
A
の
金
側
会

商
助
松
（
足
尾
暴
動
の
主
導
者
）
　
死
去

ア
ナ
研
（
東
京
）
　
Ⅱ
回

シ
ン
ポ
．
シ
ウ
ム
　
「
現
代
ア
ナ
キ
ズ
ム
論
」

渋
谷
労
政
）
　
主
催
・
ア
ナ
連

日
・
1
～
2
∴
－
ア
ナ
連
第
1
4
回
全
国
大
会
（
静
岡

H）無
政
府
共
産
党
結
成
さ
れ
る
　
（
東
京
）

平
和
問
題
講
演
会

ア
ナ
研
（
東
京
）

O
A
の
会
例
会

ア
ナ
研
（
東
京
）

（
東
京
）
主
催
・
W
R
I

毎
月
、
第
二
第
四
土
曜
日
、

ネ
オ
ロ
マ
ン
テ
ィ
シ
ズ
ム
研
究

毎
週
月
曜
日
、
行
動
の
会

毎
月
一
回
、
各
地
忍
こ
と
に
定
例
の
会
合

毎
月
一
回
、
東
京
で
ア
ナ
キ
ス
ト
ク
ラ
ブ
例
会

暦
2
号

連
盟
ニ
ュ
ー
ス

第
1
4
回
総
会
議
事
録

昌
運
1
0
4
号
　
○
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
報
告
（
金
田
）

＜
∧
バ
年
表
に
つ
い
て
の
補
足
的
説
明
＞

『
現
代
の
眼
〇
十
一
月
号
の
「
三
菱
爆
破
事
件
と
ア
ナ
キ
ス
ト
断
想
」
の
文
中
で
、
寺

島
殊
雄
氏
が
こ
の
年
表
に
つ
い
て
触
れ
、
次
の
よ
う
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

‥
‥
「
戦
後
ア
ナ
キ
ズ
ム
運
動
史
年
表
」
が
現
在
編
纂
さ
れ
つ
つ
あ
る
が
、
そ
の

起
点
が
四
六
年
五
月
五
日
の
解
放
者
年
同
盟
結
成
に
置
か
れ
た
の
は
ひ
と
ま
ず
や

む
を
得
な
い
と
し
て
も
、
や
は
り
前
史
過
程
も
捕
捉
さ
れ
ね
は
と
私
は
考
え
る
。

寺
島
氏
は
岡
本
潤
、
生
前
の
小
川
三
男
等
と
親
交
が
あ
り
、
ど
ち
ら
か
と
い
う
と

ア
ナ
キ
ズ
ム
運
動
の
傍
流
に
つ
い
て
の
造
詣
が
深
い
。

こ
の
年
表
は
、
日
本
ア
ナ
キ
ス
ト
連
盟
、
日
本
ア
ナ
キ
ス
ト
ク
ラ
ブ
な
ど
の
主
流

を
形
づ
く
つ
だ
団
体
の
資
料
を
も
と
に
し
て
い
る
。
当
然
、
そ
の
他
に
様
々
な
形
で

な
さ
れ
た
、
ア
ナ
キ
ズ
ム
を
志
向
し
た
運
動
に
つ
い
て
の
記
述
で
不
充
分
な
点
が
あ

る
だ
ろ
う
。
年
表
作
成
上
、
最
も
気
に
か
か
る
点
は
こ
の
問
題
で
あ
る
。
事
実
を
重

美
と
し
て
、
は
っ
き
り
と
記
録
し
て
い
く
た
め
の
年
表
は
、
こ
の
よ
ぅ
な
面
で
さ
ら

に
整
備
さ
れ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。

ち
な
み
に
寺
島
氏
は
、
現
在
『
文
芸
」
紙
上
で
「
岡
本
潤
日
記
」
の
連
載
に
力
を

そ
そ
い
で
い
ら
れ
る
が
、
そ
の
戦
後
の
初
期
に
あ
た
る
部
分
は
、
戦
後
の
ア
ナ
キ
ズ

ム
運
動
に
と
っ
て
最
初
の
メ
ル
ク
マ
ー
ル
と
な
っ
て
い
た
だ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。

私
信
で
も
同
様
の
御
指
摘
を
い
た
だ
い
た
が
、
そ
の
返
信
も
出
さ
ず
、
こ
の
紙
上

に
も
う
少
し
は
っ
き
り
と
整
理
し
た
文
章
を
載
せ
た
い
と
考
え
て
い
た
が
、
時
間
的

な
関
係
で
そ
れ
を
は
た
す
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
こ
の
指
摘
を
正
確
に
受
け
と
め

た
形
で
、
さ
ら
に
こ
の
年
表
を
拡
充
整
備
し
て
い
き
た
い
。
（
恒
）


